
第七章 様式集 

 

１ 給水装置工事関連 

番号 様  式  名  称 備  考 

１ 給水装置工事申込書  

２ 給水装置工事に関する利害関係人同意書   

３ 認証資器材使用予定調書兼精算調書  

４ 給水装置工事しゅん工届  

５ 給水装置附図  

６ 給水装置工事申込書取消届  

７ 給水装置工事申込書設計変更届  

８ 給水装置工事工期延期届  

９ 穿孔・切取・分水止立会申込書  

１０ 穿孔・切取・分水止工事完了届  

１１ 給水開始前水質検査実施報告書  

１２ 工事写真帳  

１３ 新設配水管布設の協議書  

１４ 給水開始申込書  

１５ 給水休止届  

１６ 給水装置廃止届  

１７ 名義変更届  

１８ メーター口径変更届  

１９ 代理人届  

２０ 管理人選定届  

２１ 特別協定に関する協議書  

２２ みなし口径適用申請書  

２３ 水質検査結果報告書  

   

   

   

   

   

 





様式第２号

1

2 給水コード
及び栓名称

私は、給水装置を必要とする申込者のために私所有の上記の
（又は改造する者）

土地を使用することに同意いたします。

同意者

建築物を使用することに同意いたします。

同意者

給水装置を使用することに同意いたします。

同意者

申込者

-

　　年　　月　　日

住 所

　　年　　月　　日

住 所

　　年　　月　　日

住 所

氏 名

氏 名

永 久 保 存

住 所

氏 名

電 話

-

給水装置工事に関する利害関係人同意書

氏 名

所 在 地



認 証 資 器 材 使 用 予 定 調 書 兼 精 算 調 書









参考様式７ 

   年   月   日 

 

（あて先）登米市長 

 

 

 

                

 

              

 

 

 

給水装置工事申込書設計変更届 

 

下記のとおり、給水装置工事申込書の設計変更をしたいので、届け出ます。 

 

                  記 

 

１ 給水装置場所     登米市                     

２ 給水コード           －      

３ 工事申込年月日        年   月   日 

４ 工事申込番号     第    －    号 

５ 工事内容       新 設 ・ 改 造 ・ 撤 去 ・廃 止  

６ 設計変更理由                              

①被分岐管に変更が生じた場合。 

②分岐から既設管再利用、又は既設管再利用から分岐に変更する場合。（先行取出し有り含む） 

③分岐位置及び配管ルートが著しく変更になる場合。 

④分岐口径を変更する場合。（分岐部から水道メーターまでの口径に変更がある場合を含む） 

⑤その他、管理者が設計変更を行う必要があると認める場合。 

                      ○注意 設計変更図の添付を要する。 

申  込  者   

(給水装置所有者) 

指 定 事 業 者  

住 所 

氏 名 印 

住 所 

氏 名 
印 

承認印 受付印 





参考様式９ 

課 長 課長補佐 係 長 担当者   工事番号 第     号 

          

年  月  日  

穿孔・切取・分水止立会申込書 

 

（あて先）登米市長 

 

指定工事業者                

住 所                

氏 名             印  

 

 給水装置工事施行要領に基づき、下記のとおり立ち合いを申し込みます。 

 

記 

施 工 年 月 日    年   月   日   午前   ：   午後   ：   

施 工 場 所 地先 

給 水 装 置 者   
給 水

コ ー ド 
― 審 査 番 号   

占用許可番号 国・県・市・町・農  警 察 番 号   

施 工 の 種 別 穿 孔 ・ 切 取 ・ 分水止 

工 事 の 種 別 新 設 ・ 改 造 ・ 修 繕 ・ 廃  止 

配水管等管種 鋳鉄管 ・ ビニール管  ・ ポリエチレン管 

分 岐 口 径 φ    mm  ×  φ    mm 

主 任 技 術 者   

配 管 技 能 者  

備 考   

 ＊道路管理者等の許可書の写しを添付すること。 



参考様式10 

  

課 長 課長補佐 係 長 担当者 

        

年  月  日 

穿孔・切取・分水止工事完了届 

 

（あて先）登米市長 

 

指定工事業者                

住 所                

氏 名             印  

 

給水装置工事施行要領に基づき、下記のとおり工事が完了したので届け出ます。 

 

記 

工事完了月日    年   月   日   午前   ：   午後   ：   

施 工 場 所 地先 

給 水 装 置 者   

給 水 コ ー ド       ―       ―       

審 査 番 号 第       号 

工 事 の 種 別 穿 孔 ・ 切 取 ・ 分水止 

工 事 の 種 別 新 設 ・ 改 造 ・ 修 繕 ・ 廃 止 

配水管等管種 鋳鉄管 ・ ビニール管 ・ ポリエチレン管 

分 岐 口 径 φ    mm  ×  φ    mm 

備 考   

 ＊見取り図及び施工写真を添付すること。 







様式 13 

 

                            年  月  日 

 

新 設 配 水 管 布 設 の 協 議 書 

 

（あて先）登米市長 

 

                     届出者 

                     住 所 

                     氏 名                

 

 配水管未布設により給水することができないため、下記のとおり配水管の布

設について協議いたします。 

 

記 

 

１ 布 設 場 所  

  

２ 布 設 理 由 

   

３ 工事申込者  住 所 

         氏 名 

 

４ 工事計画書 

 

① 予定給水個数及び給水人口   

② 予定取出口径   

③ 工事設計書、設計図面等   別紙のとおり 

④ 着手及び完成予定年月日           年  月  日から 

年  月  日まで 

                   （給水装置工事予定） 

 

５ その他管理者が必要と認める書類（ 配管図及び住宅地図など） 

 

 



新 設 配 水 管 布 設 の 条 件 
 
１ 配水管布設条件について 
  登米市水道事業給水条例第３１条第２項及び登米市水道事業工事負担金の

徴収に関する規程に基づき、新設配水管布設に係る工事負担金を納付しなけ

ればならない。 
 
２ 配水管布設工事に要する費用負担について 
  給水装置工事の申込人が必要とする口径（φ  ㎜）で、その費用の積算

については上下水道部で行い、その積算額を工事負担金とする。 
 
・直接工事 費 （材料費、布設費、土工費、舗装費、安全費） 
・共通仮設 費 （率計上、技術管理費） 
・諸 経 費 （現場管理費、一般管理費） 
・調査設計 費 （設計図書類） 
・事 務 費 
・消費税相当額 

 
３ 積算（見積書）に係る設計図書類の作成について 
  この工事に係る設計図書の作成は、上下水道部が設計事務所に業務委託を

行うものとする。 
 
４ 積算（見積書）基準について 
  業務委託により積算した内容を上下水道部が確認を行い、検査の合格を得

たものとする。 
 
５ その他必要な事項は、その都度協議とする。 
 

以上、布設の条件について同意をする。 
 
     年  月  日 
       
           申込者 住 所 
 
               氏 名                





















（あて先）登米市長

〇全　景 〇採水状況

〇残留塩素の状況 〇色濁確認状況

写真帳

工事施工者

主任技術者

㎎／ℓ

検査年月日 年　　　月　　　日

水道技術管理者

年　　月　　日

検査項目

水質検査（色・濁り・消毒の残留塩素）

水質検査結果報告書

新設　　　　増築　　　　改造

検査結果 特記事項

異常
あり　・　なし

　登米市水道施設の給水開始前の届出及び検査に関する規程第５条の規定に基づき、
下記のとおり水質検査を実施したので報告します。

給水装置栓名

給水装置場所

工事区分

様式23



給水開始前の水質検査方法

１ 検査項目

　水質検査項目は、色濁検査と残留塩素検査の２種類です。

２ 水道水の採水場所

　検査に使用する水道水の採水場所は、新設又は改造した給水装置以降の給水栓
とします。管内の滞留水を排除した後、採水してください。

３ 色濁検査

①色濁検査は、白い容器などに２で採水した水道水を入れ、濁りや沈殿物が無い
か目視で確認してください。

②異常がない場合は、容器上部から写真を撮影し、記入例のように水質検査結果
報告書に張り付けてください。

４ 残留塩素検査

①残留塩素検査は、残留塩素測定器等を使用し、２で採水した水道水の残留塩素
を測定してください。
※残留塩素測定器等は、工事施工者の方で準備をお願いします。

②異常がない場合は、残留塩素測定器等の写真を測定結果が分かるように撮影
し、記入例のように水質検査結果報告書に張り付けてください。

５ 水質検査結果報告書の作成

①記入例を参考に水質検査結果報告書に必要事項を記入してください。

②水質検査結果報告書は,給水装置工事しゅん工届に添付してください。

６ 写真撮影時等の留意点

①採水場所がわかる写真（例：建物全景、申請地の風景　等）の追加をお願いし
ます。

②検査に使用する水道水の採水場所は、新設又は改造した給水装置以降の給水栓
としておりますが、写真撮影時、その水栓から水を採水している状況写真の追加
をお願いします。

③アパートなど作りが同じ場合、戸別の判断がつかない場合があります。その際
は工事看板等に部屋番号を記すなど配慮をお願いします。

④色濁確認状況の写真が、稀に印刷の不具合等で着色して異常あり・なしの判断
がつかない事例が見受けられます。提出時に再度確認をお願いします。


